
催 列車《おばこ号》に乗って
宴会列車 (テーブル付 ) 雪室解禁パーティー

由利高原鉄道 《おばこ号》 を解禁パーティー列車として運
行いたします。 列車に揺られながらの旅情あふれる酒宴を
お楽しみください。

●申込み /

40 名●定員 ●参加費 3,600 円
●運行日時 4/28( 土 ) 羽後本荘駅発 17 ： 45 往復

18:00 ～ 20:00
《4/28 同日開催》

●会場　下記参照　　

●時間

●会費　前売チケット制
◎ご希望の会場または天寿酒造へお申込みください。

店 開封当日に
雪室解禁パーティー( 秋田県内 )

当日開開開開封開封

雪室氷点熟成純米生酒

￥1,365 (税込 )720ml

蔵 直接天寿の酒蔵に
雪室生酒を酌みに行こう
直直直直

 
 

 

天寿酒造株式会社
〒015-0411
秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下117
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光
陰
矢
の
如
し

代
表
取
締
役
社
長　

大
井
建
史

　

酒
蔵
開
放
の
イ
ベ
ン
ト
も
終
了
し
、
酒

蔵
に
は
緊
張
感
の
あ
る
静
寂
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
蔵
開
放
に
も
千
五
百
人

を
越
え
る
沢
山
の
方
々
に
ご
来
訪
頂
き
、

加
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

ご
参
加
頂
い
た
皆
様
へ
も
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
限
定
酒
や
伝
統
芸
能
の
猿
倉
人
形

芝
居
、
無
農
薬
田
圃
で
活
躍
し
た
天
寿
名

物
ア
イ
ガ
モ
鍋
、
百
宅
蕎
麦
の
も
も
や
さ

ん
が
急
遽
参
加
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

ま
る
ご
と
市
場
の
魚
屋
古
田
さ
ん
の
本
マ

グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
や
鮪
丼
。
酒
グ
ッ
ズ
・

麹
・
仕
込
み
水
で
入
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

新
し
い
試
み
も
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
お
昼
前
後
に
特
に
お
客
様
が
集

中
し
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
し
ま
い
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
は
催
し
の
実

施
時
間
を
分
散
し
、
混
雑
の
緩
和
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
と
も
あ
れ
無
事
に
終
了
で

き
ま
し
た
の
は
、
社
員
数
よ
り
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
ご
参
加
頂
い
た

お
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
以
来

13
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
打
ち

上
げ
の
会
で
皆
様
と
と
も
に
味
わ
う
お
酒

に
勝
る
も
の
は
無
く
、
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
回
雪
室
に
入
れ
ら
れ
た
純
米
生
酒
の

開
封
イ
ベ
ン
ト
は
４
月
28
日
に
行
い
ま
す
。

是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

 

今
年
の
酒
造
り
は
大
小
あ
り
ま
す
が
90
本

の
仕
込
み
。
う
ち
純
米
吟
醸
37
％
・
吟
醸
・

純
米
・
本
醸
造
を
合
わ
せ
て
特
定
名
称
酒

が
約
60
％
に
な
り
ま
す
。
お
陰
様
で
特
定

名
称
酒
の
割
合
が
随
分
増
え
ま
し
た
。
27

年
前
に
私
が
帰
っ
た
時
に
は
県
内
比
率
が

99
％
で
特
定
名
称
比
率
も
15
％
位
で
し
た

が
、
販
売
量
は
四
倍
・
年
商
も
三
倍
近
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
吟
醸
や
純
米
、

本
醸
造
も
含
め
て
地
元
の
方
々
に
味
わ
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
、
始
め
た
企
画
が
頒

布
会
で
し
た
。

し
ぼ
り
た
て
生
酒
を
当
時
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
宅
急
便
を
使
い
販
売
を
開
始
し
た
所
、

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
誌
で
や
ま
や
の
辛
子
明
太

子
と
一
緒
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
も
有
っ

た
の
で
す
が…

。

　

９
割
以
上
が
旧
二
級
酒
の
市
場
・
し
か

も
一
人
当
た
り
の
清
酒
消
費
量
が
日
本
一

の
地
元
で
、
如
何
に
特
定
名
称
酒
を
ご
理

解
い
た
だ
く
か
？ 

３
０
０
ml
の
本
生
酒
も

秋
田
県
で
一
番
早
く
発
売
し
、
古
酒
大
吟

醸
は
昭
和
47
年
に
発
売
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
仙
台
局
出
品
酒
の
純
米
吟
醸
を
一

級
純
米
酒･

さ
ば
け
の
良
い
地
元
米
ヨ
ネ
シ

ロ
65
％
純
米
を
二
級
純
米
酒･

昭
和
62
年
に

は
特
産
米
の
あ
き
た
こ
ま
ち
で
仕
込
ん
だ

本
醸
造
・「
地
元
で
出
来
る
最
高
に
良
い
酒
」

を
標
榜
し
契
約
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
天
寿
酒

米
研
究
会
を
最
大
25
町
歩
ま
で
強
化
育
成

し
、
地
元
の
契
約
栽
培
米
で
大
吟
醸
・
純

米
大
吟
醸
・
純
米
・
本
醸
造
ま
で
比
較
基

準
で
あ
る
山
田
錦
の
大
吟
醸
鳥
海
以
外
は

ほ
と
ん
ど
契
約
栽
培
米
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
長
と
な
っ
て
13
年
。
日
本
酒
の
激
減

期
に
交
代
し
そ
の
厳
し
い
環
境
に
も
が
き

な
が
ら
も
、
能
力
給
制
度
を
導
入
し
、
社

員
の
多
機
能
力
化
を
図
り
、
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
的
な
均
衡
縮
小
を
じ
っ
と
耐
え
な
が
ら

も
一
丸
体
制
を
目
指
し
つ
つ
、
皆
で
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
元
に
根
付

い
た
歴
史
と
社
員
の
忍
耐
の
お
陰
で
す
。

　

私
が
帰
っ
て
き
た
と
き
の
父
の
年
に
あ

と
２
年
。
三
女
が
四
月
か
ら
大
学
生
と
な

り
遂
に
子
供
の
い
な
い
生
活
に
入
り
ま
す
。

当
時
と
体
重
で
20
キ
ロ
、
胴
回
り
が
20
セ

ン
チ
増
え
ま
し
た
。
体
力
も
キ
レ
も
落
ち

ま
し
た
が
、
知
恵
と
年
輪
？
で
こ
れ
か
ら

も
誠
実
な
花
を
咲
か
せ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
最
初
の
酒
コ
ン
テ
ス
ト
「
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
で
お
い
し
い
日
本
酒
ア
ワ
ー
ド
」

で
も
、
幸
先
良
く
「
純
米
吟
醸　

鳥
海
山
」

最
高
金
賞
受
賞
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

今
年
の
新
酒
に
も
是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　　　

ボランティアスタッフの皆さんと！

天寿　雪室氷点熟成純米生酒雪室氷点熟成純米生酒は、 ２月の｢酒蔵開

放｣でしぼりたて純米生酒の入ったタンクをまるごと

雪の中に封印し±０℃の氷点で熟成させたお酒で

す。 そのお酒を４/２８に雪室から開封いたします。

純米生酒のとろりとした口当たりを楽しんで頂くため

の各種イベントをご紹介します。

＝日時＝

精米所付近

４月２８日（土）
午前10:00 ～ 12:00

必要な本数を、 お客様ご自身でビン

に手詰めすることが出来ます。

《空ビンは天寿で準備致します。》

住　所店　名 電話番号 会費 定員

由利本荘市鳥海町猿倉字湯ノ沢 52ホテル　まさか

たつみ寛洋ホテル

寿司竹

秋田市大町 6-2-1

にかほ市象潟町字後田 116-5

由利本荘市表尾崎町 6-10

0184-58-2188

0184-22-0753

018-863-6732

0184-32-5555 4,000 円

4,200 円

4,000 円

4,000 円

30 名

80 名

40 名

60 名



  ご意見、 ご感想をおきかせください。

日本酒についてもっと知りたい方、 天寿についての
情報を知りたい方、 ご連絡をお待ちしております。
●Ｅメールアドレス ・ ・ ・ info@tenju.co.jp
●ＨＰアドレス ・ ・ ・ ・ ・ http://www.tenju.co.jp
●フリーダイヤル ・ ・ ・ ・ 0120-50-3165
●ＦＡＸ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 0184-55-3167
★蔵見学希望の方は、 準備等の都合が
ございますので事前にご連絡下さい。
★蔵元通信 （２カ月に１度奇数月に発行
予定） 希望の方はご連絡下さい。※無料
★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、
Ｅメールでご連絡下さい。

天寿の歴史
補 遺 -14

 　

２
月
16
日
に
行
な
わ
れ
た
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
は
、｢

国｣

「
年
齢
」｢

食
の
ジ
ャ
ン
ル｣

に
捕
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
日
本
酒
の
飲
み

方
が
広
が
る
事
を
目
指
し
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
１
９
６
社

の
蔵
元
か
ら
、
３
２
５
点
も
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
あ
り
、
天
寿
で
は
２
銘
柄
を
出
品

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で

お
い
し
い
日
本
酒
ア
ワ
ー
ド
部
門

(

１
８

０
０
ml
３
０
０
０
円
以
下
）
に
て
、｢

純
米

吟
醸 

鳥
海
山
」
が
、
栄
え
あ
る
最
高
金

賞
を
受
賞
!!
さ
ら
に
、
大
吟
醸
部
門
に
お

い
て
も
、｢

大
吟
醸 

鳥
海｣

が
、
金
賞
を
受

賞
す
る
と
い
う
大
変
嬉
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
皆
様
も
、
日
本
酒

を
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

江
戸
時
代
の
矢
島
・
本
荘
・
岩
城
の
藩

主
や
旧
家
の
お
雛
様
な
ど
が
た
く
さ
ん
展

示
さ
れ
ま
す
。

　

天
寿
酒
造
で
は
、
築
１
８
０
余
年
の
本

宅
に
飾
ら
れ
た
明
治
初
期
の
古
今
雛
を
展

示
い
た
し
ま
す
。
又
、
電
話
の
予
約
で
酒

蔵
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
事
前
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
を
記
念
し

て
、
特
別
限
定
酒
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

見
学
の
お
土
産
に
是
非
ど
う
ぞ
！

　　　

２
月
11
日
に
開
催
し
た
酒
蔵
開
放
に
お

い
て
、
東
日
本
大
震
災
義
援
金
を
募
り
ま

し
た
。
多
く
の
皆
様
に
心
温
ま
る
善
意
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
へ
と
お
振
込
致
し
ま
し

た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。　
　

　　

東
急
東
横
店
地
下
一
階
和
洋
酒
売
り

場
に
て
試
飲
即
売
会
を
行
な
い
ま
す
。

◎
４
／
５
日
～
11
日

　

東
急
百
貨
店
【
東
横
店
】　

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
地

元
の
道
の
駅
各
店
と
秋
田
市
ア
ト
リ
オ

ン
ビ
ル
内
県
産
品
プ
ラ
ザ
で
試
飲
即
売

会
を
致
し
ま
す
。
４
月
28
日
に
雪
室
タ

ン
ク
か
ら
瓶
詰
め
し
た
ば
か
り
の｢

雪
室

氷
点
熟
成
純
米
生
酒｣

な
ど
を
準
備
し
て

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◎
５
／
３
日
・
４
日

　

道
の
駅
【
に
し
め
】(

由
利
本
荘
市)

◎
５
／
３
日
・
４
日
・
５
日

　

ア
ト
リ
オ
ン
【
県
産
品
プ
ラ
ザ
】

　
　
　
　
　

   (

秋
田
市)

◎
５
／
４
日
・
５
日

　

道
の
駅
【
ね
む
の
丘
】(

に
か
ほ
市)

お酒の
ＮＥＷＳ

◆
◆
由
利
本
荘
ひ
な
街
道

３
月
９
日
～
20
日
◆
◆

ひな街道本醸造酒

補
遺―
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酒
相
場
書
上　

六
代
目　

大
井
永
吉

　

明
治
十
年
に
は
、
酒
相
場
書
上
と
い

う
も
の
が
出
て
い
る
。
第
四
大
区
小
三

区
酒
造
営
業
惣
代
人
須
貝
太
郎
蔵
の
名

で
出
て
い
る
の
は
、
地
区
内
の
蔵
元
が

話
し
合
い
で
相
場
を
決
め
、
代
表
の
名

で
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
提
出
先
が

行
政
の
事
務
処
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

指
導
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

酒　

相　

場　

書　

上

　
　
　
　

記

明
治
九
年
十
月　
　

小
売
拾
円　

　
　
　
　
　
　
　
　

卸
売
七
円
拾
銭

一
上
酒
壱
石
ニ
付　

代
金
七
円
八
拾
銭

同
年
十
一
月

一
上
酒
壱
石
ニ
付　

代
金
同
断

同
季
十
二
月

一
上
酒
壱
石
ニ
付　

代
金
同
断

明
治
十
年
一
月 

 
 

　
　

一
上
酒
壱
石
ニ
付　

代
金
七
円
八
拾
銭

明
治
十
年
二
月　
　

小
売
七
円

　
　
　
　
　
　
　
　

卸
売
五
円
六
拾
銭

一
上
酒
壱
石
ニ
付　

代
金
五
円
六
拾
銭

明
治
十
年
三
月

一
上
酒
壱
石
ニ
付　

代
金
同
断

同
年
四
月

上
酒
壱
国
ニ
付　
　

代
金
同
断

同
年
五
月

一
上
酒
壱
石
ニ
付　

代
金
同
断

同
年
六
月　
　
　
　

小
売
八
円

　
　
　
　
　
　
　
　

卸
売
五
円
九
十
銭

一
上
酒
壱
石
ニ
付　
　

六
円
七
十
五
銭

右
之
通
相
違
無
御
座
候　

以
上　
　
　

　

第
四
大
区
三
小
区
酒
造
営
業
惣
代
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
貝
太
郎
蔵

　
　

明
治
十
年
十
月
七
日

　
　
　
　

第
四
大
区
三
小
区

　
　
　
　
　

事
務
処　
　

御
中

こ
の
届
け
か
ら
見
る
と
、
三
～
四
か
月

毎
に
相
場
が
動
き
、
特
に
小
売
り
値
段

と
小
売
り
マ
ー
ジ
ン
が
25
％
～
40
％
と

大
き
く
上
下
し
て
い
る
の
は
驚
き
で
あ

る
。

提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
か
、
十
一

月
と
十
二
月
に
単
独
で
だ
し
た
相
場
書

上
が
あ
っ
た
。

明
治
十
年
十
一
月
上
酒
相
場
書
上

　

一
卸
売
壱
石
ニ
付　

代
金　
　

六
円

　

一
小
売
一
升
ニ
付　
　

金　
　

七
銭

右
之
通
、
貞
価
書
面
之
通
相
違
無
御
座

候
、　

以
上

　
　
　
　

第
四
大
区
三
小
区
城
内
村

明
治
十
年
十
月　
　
　
　
　

大
井
永
吉

　

秋
田
県
権
令　

石
田
英
吉
代
理

　
　

秋
田
県
少
書
記
官　

白
根
専
一
殿

酒　

相　

場　

書　

上

明
治
十
年
十
二
月
上
酒
相
場
書
上

十
一
月
一
日
ヨ
リ
三
十
一
日
迄

一
卸
売
壱
石
ニ
付　
　
　

金
六
円

一
小
売
一
升
ニ
付　
　
　

金
七
銭

右
之
通
、
貞
価
書
面
之
通
相
違
無
御
座

候　

以
上

　
　
　
　

第
四
大
区
三
小
区
城
内
村

明
治
十
年
十
二
月　
　
　

大
井
永
吉
㊞

　

秋
田
県
権
令　

石
田
英
吉
代
理

　
　

秋
田
県
少
書
記
官　

白
根
専
一
殿

◆
◆
◆
試
飲
即
売
会
◆
◆
◆

ひな街道本醸造酒

720ml　1,000 円 ( 税込 )

ひな街道純米吟醸酒

300ml　500 円 ( 税込 )

☆
ひ
な
街
道
純
米
吟
醸
酒

☆
ひ
な
街
道
本
醸
造
酒

◆
◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

試
飲
即
売
予
定
◆
◆

　純米吟醸 「鳥海山」

720ml　1,575 円 ( 税込 )
1800ml　3,150 円 ( 税込 )

天
寿 

大
井
家
の
古
今
雛

　大吟醸 「鳥海」

720ml　5,250 円 ( 税込 )
1800ml　10,500 円 ( 税込 )

◆
◆
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の

ご
報
告
◆
◆

★
最
近
、
古
い
写
真
立
て
の
中
か
ら
発
見
さ

れ
た
、
初
代
永
吉
と
思
わ
れ
る
写
真
。


